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研究成果の概要（和文）： 

 様々な種類の文書に対応した汎用性の高い著者推定手法の実現に向けて、圧縮プログラ
ムを応用した著者推定手法を提案した。様々な圧縮プログラムを適用した著者推定実験を
通じて、その有効性を検証した。また、圧縮率と著者推定精度の関係を分析した。また、
著者推定実験を通じて古い文書や未解読文書など様々なタイプの文書に対してもこの手法
が適用可能かを試みた。 
 

研究成果の概要（英文）： 
The robust method for authorship attribution applicable to various document types 
was proposed. Authorship attribution with combination of this method and various 
compression programs proved the effectiveness of the method. The experiment showed 
high performance compression programs gave high precision ratio. 
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１．研究開始当初の背景 

真贋や著者の真正性が疑われる歴史的文
書や著名な文学作品に対しては、コンピュー
タの登場以前から筆跡鑑定を含め様々な著
者推定研究が行われてきた。人手で著者推定
を行う場合には、信頼性・客観性の問題、大
規模文書データへの適用が難しいという規
模の問題がある。そのため、近年はコンピュ
ータを用いた計量書誌学、計量文献学の手法

が用いられる。 

この領域での研究の多くは、単一の文書タ
イプを対象とした著者推定実験という形で
行われ、文学作品と学術論文といった複数の
文書タイプの集合を用いた実験は少ない。さ
らに、大半は文学作品を実験対象としている。
文学作品は、一定以上の長さを持つものが多
く、文体や語彙に著者の特徴が多く現れるた
め、著者推定対象としては、比較的容易なタ
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イプの文書と言える。しかし、真贋が問題と
なるのは文学作品ばかりではない。新聞記事、
学術論文、電子メールといった、より形式が
統制されている、あるいは、長さが非常に短
いタイプの文書についても、電子データが急
増し盗用が容易になったことで、著者推定に
対する需要は高まっている。特に、論文盗作
事件が近年、国内外で注目を集めている 1)

にも関わらず、学術論文に関する著者推定研
究はほとんど行われてこなかった。また、既
存の著者推定手法は品詞情報や単語長、文の
長さなどの言語的な特徴に大きく依存する
ため、ある言語で開発された手法は他の言語
の文書に原則的には適用できない。 

 

２．研究の目的 

様々な文書タイプ、文書サイズに対応し、
言語に依存しない著者推定手法は汎用性の
高い、非常に有用なものだと考えられる。本
研究で提案した圧縮プログラムを応用した
著者推定手法はいずれの条件も満たす汎用
性の高い手法といえる。 

そこで本手法を用いた著者推定実験を行
うことで手法の有効性を検証する。また、組
み合わせる圧縮プログラムを変更した場合
に、圧縮性能と著者推定精度がどのような関
係にあるのかも分析する。さらに、様々なタ
イプの文書に適用した実験を通じて、その汎
用性についても検証を行う。 

 

３．研究の方法 

 基本的に著者推定実験は、ある一文書に対
する試行を以下の手順で行う 
①テスト集合からある文書を除き、対象文書
とする 
②著者推定手法を用い、対象文書とテスト集
合の他の文書間の類似度を算出する 
③対象文書を除く全文書に対する類似度に
基づき類似度順出力を行う 
④順位 1位に出力された文書の著者が対象文
書と同一ならば成功、異なれば失敗とする 
この手順をテスト集合中の全文書に対して
試行し、著者推定精度を算出する。失敗した
試行については類似度順出力上位に出力さ
れた文書の出現語彙や品詞情報を用いてな
ぜ失敗したかについて詳細な分析を行う。 
 日本語近代文学テキストを始め、様々なタ
イプの文書を対象として、このような著者推
定実験を行なった。また、組み合わせる圧縮
プログラムを変更した時にどのように著者
推定精度が変わるかを実験から分析した。 
 
４．研究成果 
 本研究で提案した著者推定を用いた実験
からは、様々な圧縮プログラムと組み合わせ
た場合に、実験結果からは以下の 3 点が明ら
かとなった。 

①圧縮性能が高い圧縮プログラムはどのよ
うなアルゴリズムであってもほぼ 100%に近
い高い著者推定の平均成功率を示す 
②データ長を 20,000 バイトまで短くした場
合にも圧縮性能の高いプログラムでは 9割以
上の成功率であった。 
③平均圧縮率と著者推定の平均成功率には
高い相関がみられた。 
 また、未解読文書や他のタイプの文書に対
する実験からはその有効性が明らかとなっ
た。 
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